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［サイニィ］）において「弾き歌い」で検索すると 205 件注 2），「弾きうたい」では 2 件注 3），






















 「保育（表現・音楽）」（以下，本教科とする）は，本学地域こども学科 2 年次前期に開講
され，1 年次前期「音楽Ⅰ」および後期「音楽Ⅱ」で学んだピアノおよび歌唱のスキルを活
かし，弾き歌いを主な課題とする教科として設定されている．本教科は，主にピアノを専門
とする教員による弾き歌いの個人レッスンと ML 教室注 7）における演習授業を組み合わせた





 年 度：2019 年度前期「保育（表現・音楽）」クラス授業 
 期 間：2019 年 4 月 10 日～7 月 25 日（但し 6 月 5～20 日は教育実習のため休講．教
科としては 15 回設定されているが，うち 1 回は 90 分全てを弾き歌いの発表
会に充てたため，本授業としては 14 回行った） 
 時 限：水曜日 2・3 限目，木曜日 4 時限目（1 グループ 45 分、延べ 6 グループ注 9）） 




のクラス授業を 25 分程度に短縮し，残る 20 分でレッスンを行うこととした．1 回の本授業
におけるレッスン人数は 2～3 名，学生一人当たりのレッスン時間は 7～10 分程度である．
しかし，7～10 分の個人レッスンを 1 回実施したのみでは，問題点を改善させる目的で行う
指導内容について，個々の学生に定着させることは難しい．そのため，本研究ではレッスン
期間を 2 つ設け，学生一人につき 2 回レッスンを実施することとした． 
 以下に，本レッスンを行った期間について示す． 
  第 1 回：2019 年 5 月 8～30 日 クラス授業時 
 第 2 回：2019 年 7 月 10～25 日 クラス授業時 
 各レッスン期間の時期の設定についてであるが，第 1 回は，通常の個人レッスンを何度か
受け，弾き歌いに対するやりにくさを感じ始めたあたりから 6 月の幼稚園実習注 10）までの
間に実施することにより，学生が問題意識を持って本レッスンを受けられること，および実
習における弾き歌い課題に対応させることが可能であると考えたからである．また，第 2 回
については，7 月に入って 14 回目の本授業までの間に実施することにより，15 回目の授業
時に行われる発表会注 11）に対応させることが出来ると考えたからである． 
















表 1 弾き歌いに関するアンケート結果 
【１】弾き歌いの課題を演奏することについて、何かやりにくさを感じていますか？ 
   非常にやりにくい（6）  やりにくい（20）  少しやりにくい（18） 
   やりにくさは感じていない（4） 
【２】どのような点で、やりにくさを感じますか？ 
   （複数回答可・【１】でやりにくさは感じていないと回答した者を除く） 














































「2-2 声楽専門教員による弾き歌い個人レッスンの概要」で示した通り，2019 年 5 月 8
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保育者養成校における歌唱指導のあり方についての考察（3）
～30 日の毎授業時，「第 1 回弾き歌い個人レッスン」を実施し，55 名がレッスンを受け
た．課題曲については，通常の個人レッスンにおいて課題となっている曲または翌 6 月
の幼稚園実習の課題曲から 1 曲選択するよう指示し，弾き歌いさせた．最も多く取り上 
げられた曲は「おかえりのうた」注 14）で 14 名が選択し，次いで「大きな栗の木の下 








表 2 第 1回弾き歌い個人レッスンにおける問題点および対応一覧 











































































































































次に，「指が鍵盤から離れるタイミングおよび付点 8 分音符＋16 分音符のリズムを刻
む際に歌声が途切れる」についてであるが，まず，この問題を生じるケースが多い曲で
ある「おかえりのうた」の歌の冒頭の楽譜を図 1 に示す注 17）． 







また，付点 8 分音符＋16 分音符によるスキップのリズムにおいて，付点 8 分音符を跳










音高に関する問題点は，本レッスン受講生 55 名中 9 名に見られ，「曲全体にわたっ
て音高が不正確」が 7 名で最も多く，「高い音のみ音高が不正確」「曲の冒頭のみ音高が






































4-2 第 2 回弾き歌い個人レッスン 
（1）学生の弾き歌いにおける問題点および対応 
続いて 2019 年 7 月 8～25 日の毎授業時，「第 2 回弾き歌い個人レッスン」を実施し
た．こちらは 51 名がレッスンを受けている．課題曲については，本教科 15 回目授業時
に実施される発表会において演奏する曲の中から選び，原則として 1 曲弾き歌いさせ
た．第 2 回においても最も多く取り上げられたのは「おかえりのうた」で 10 名が選択






（2）第 1 回レッスンとの相違点 
表 3 の通り，学生の弾き歌いにおける歌唱についての問題点については，第 1 回に
おける問題点と傾向が類似しており、対応についても概ね第 1 回と同様の方法で行っ













































































































歌い個人レッスン後アンケートの結果を表 4 に，第 2 回弾き歌い個人レッスンおよび発表
会後アンケートの結果を表 5 に示す． 
 
表 4 第 1回弾き歌い個人レッスン後アンケート結果 
  どのような変化が起こったか（複数回答可） 
歌唱
 
・声が出やすくなった（40）  高い声が出やすくなった（8）  ・音程が合いやすくなった（5） 
・低い声が出やすくなった（2）  ・特に変化を感じなかった（3） 
ピアノ
 
・ピアノが弾きやすくなった（38）  ・肩、首、背中の凝りや痛みが緩和された（14） 








・姿勢を変えるだけで歌いやすくなった  ・声がかすれにくくなった 
・歌詞とピアノの音をしっかり覚えることが良いと思った  ・ピアノの音量を抑えるのが難しかった 
・リラックスしてピアノが弾けるようになった  ・練習の仕方が分かった 
・弾き歌いが少しやりやすくなった                            ※回答枚数：50 枚 
 
表 5 第 2回弾き歌い個人レッスンおよび発表会後アンケート結果 
  【レッスン終了時】どのような変化が起こったか（複数回答可） 
歌唱
 
・声が出やすくなった（45）  高い声が出やすくなった（16） 
・音程が合いやすくなった（4）  ・低い声が出やすくなった（1）  ・特に変化を感じなかった（0） 
ピアノ
 
・ピアノが弾きやすくなった（26）  ・肩、首、背中の凝りや痛みが緩和された（23） 
・手や腕の痛みが緩和された（8）  ・特に変化を感じなかった（3） 
【発表会終了時】発表会において、声楽専門教員の個人レッスンを受けたことによる成果は反映されていたと思うか 
・大いに反映されていた（18）  ・ある程度反映されていた（17）  ・少し反映されていた（9） 














 まず「歌唱」カテゴリーにおいては，「声が出やすくなった」は，第 1 回では回答者
50 名中 40 名が，第 2 回では 49 名中 45 名が回答している．また，「高い声が出やすく
なった」については，第 1 回では 8 名であったが第 2 回では 16 名と倍増している．「特




回では 38 名，第 2 回では 26 名と，比較的多くの学生が回答していることが興味深い．
発声・歌唱について改善する目的でレッスンを行うことで，ピアノの弾き方も改善でき




14 名，第 2 回で 26 名が回答し，「手や腕の痛みが緩和された」は第 1 回で 4 名，第 2
回で 8 名が回答している注 23）．姿勢およびピアノの弾き方を改善することで，身体に起
こっている凝りや痛みも改善できることを実感した学生が多かったといえる．また，こ




















映されていた」が 18 名，「ある程度反映されていた」が 17 名，「少し反映されていた」

































































注 1）2019 年度入学生から「保育内容（表現・音楽）」として開講される． 
注 2）国立情報学研究所：「CiNii Articles - 日本の論文をさがす」「弾き歌い」，https://ci.nii.ac.jp/ 
search?q=%E5%BC%BE%E3%81%8D%E6%AD%8C%E3%81%84&range=0&count=20&sorto
rder=1&type=0（2019.11.21） 
注 3）注 2）と同様，「弾きうたい」，https://ci.nii.ac.jp/search?q=%E5%BC%BE%E3%81%8D% 
E3%81%86%E3%81%9F%E3%81%84&range=0&count=20&sortorder=1&type=0（2019.11.21） 
注 4）注 2）と同様，「保育者養成 弾き歌い」，https://ci.nii.ac.jp/search?q=%E4%BF%9D% 
E8%82%B2%E8%80%85%E9%A4%8A%E6%88%90%E3%80%80%E5%BC%BE%E3%81%8
D%E6%AD%8C%E3%81%84&range=0&count=20&sortorder=1&type=0（2019.11.21） 
注 5）CiNii において「弾き歌い ピアノ」で検索すると 116 件注 25）表示されるが，「弾き歌
い 発声」で検索した場合は 6 件注 26），「弾き歌い 歌唱指導」では 5 件注 27），「弾き歌い 






注 7）電子ピアノが 20 台設置されており，ピアノの一斉指導および練習が行える音楽教室
である． 
注 8）教室の前方はグランドピアノが 2 台対面で設置されている．本授業においてはピアノ
の周囲に椅子を配する座席配置を採用しているが，通常配置ではピアノの側方に長机が
横 3 列，縦 4～5 列並べられ，長机 1 台につき椅子が 3 脚配されている． 
注 9）1 コマでは，前半：クラス授業と後半：ピアノの個人レッスン＋演習授業を受けるグ
ループと，前半：ピアノ＋演習授業と後半：クラス授業を受けるグループが存在するため，
2 つのグループに 45 分ずつクラス授業を行っている． 
注 10）地域こども学科こども保育コースの場合．同学科こども教育コースにおいては同じ
時期に小学校での教育実習が実施される． 
注 11）発表会は 15 回目の授業時に行われ，各々の学生は，当該時限を担当する全ての音楽
教員および当該時限を履修する全ての学生の前で課題曲を弾き歌いする．なお，15 回目
の授業については 90 分全てを発表会に充てている． 






注 15）作詞者および作曲者不詳，イギリス民謡「Under the Spreading Chestnut Tree」にジェ
スチャーを付けて歌われていたものが戦後 GHQ によって日本に伝わったといわれてい
る．日本では NHK のテレビ番組で「うたのおじさん」として出演していた友竹正則（1931 
- 1993）が伝え聞き，あそびの動作をつけて放送したところ，全国の幼稚園や保育園に浸
透していった 20）．  








注 19）音の間を切れ目なく，なめらかに奏することを指す音楽用語である 24）． 
注 20）NHK の幼児番組に「春らしくのんびりした明るい歌」を依頼された茶木滋（1910－
1998）が作詞，作曲は中田喜直（1923-2000）が行い，1951 年 NHK ラジオ『幼児の時間・
歌のおけいこ』で発表された 25）． 
注 21）新沢としひこ（1963-）作詞，中川ひろたか（1954-）作曲．『月刊音楽広場：子ども
と音楽を遊ぶ』（クレヨンハウス刊）において，1991 年に発表された 26）． 
注 22）「たきび」の作曲者でもある渡辺茂（1912 - 2002）が作曲．作詞の高すすむは，渡辺
のペンネームである 27）． 




注 24）受講者は 55 名であるが，学生側の事情により発表会を異なる日に受けた学生につい
て，発表会後のアンケートが実施できなかったため，10 名の未回答が生じた． 
注 25）注 2）と同様，「弾き歌い ピアノ」，https://ci.nii.ac.jp/search?q=%E5%BC%BE%E3% 
81%8D%E6%AD%8C%E3%81%84%E3%80%80%E3%83%94%E3%82%A2%E3%83%8E&ra
nge=0&count=20&sortorder=1&type=0（2019.11.21） 
注 26）注 2）と同様，「弾き歌い 発声」，https://ci.nii.ac.jp/search?q=%E5%BC%BE%E3%81% 
8D%E6%AD%8C%E3%81%84%E3%80%80%E7%99%BA%E5%A3%B0&range=0&count=20
&sortorder=1&type=0（2019.11.21） 
注 27）注 2）と同様，「弾き歌い 歌唱指導」，https://ci.nii.ac.jp/search?q=%E5%BC%BE%E3% 
81%8D%E6%AD%8C%E3%81%84%E3%80%80%E6%AD%8C%E5%94%B1%E6%8C%87%
E5%B0%8E&range=0&count=20&sortorder=1&type=0（2019.11.21） 









































20）長田暁二：『心にのこる日本の歌 101 選』，ヤマハミュージックメディア，p.43（2007） 
21）奥村美恵子，田中英夫編著：『あそび歌うた遊び：幼児保育のためのテキスト』音楽之
友社，p.48（1997） 
22）小林美実編：『こどものうた 200』，チャイルド本社，p.64（1975） 
23）菊池有恒：『楽典：音楽家を志す人のための』，音楽之友社，p.170（1979） 
24）と同書，pp.165-166 
25）20）と同書，p.193（2007） 
26）五味太郎絵；新沢としひこ作詞；中川ひろたか作曲；増田裕子編曲：『あしたがすき（絵
本 SONG・BOOK5）』，クレヨンハウス，pp.14-15，46-47（1992） 
27）島崎篤子：「「たきび」の作曲者・渡辺茂の業績：作曲家と教師としての活動に焦点を当
てて」，『文教大学教育学部紀要』50，pp.103-120（2016） 
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